
2026年 8月のカレンダー
みんなのちからで４０年

(今年の９月で４０年目を迎えます)

7/11 青年の会 7/12 日曜喫茶 7 月のｷﾞｬﾗﾘｰから

南極/北極科学館 夏色の舞

紙芝居「透明人間」

。 Sさん､気持ちの入った

7/17 でかけ隊 表情です。

江戸東京博物館

Iさん 十八番の「亜麻色の髪の乙女」

を熱唱。

◎ご不要のハガキ等ありましたらお譲り下さい。

ひろばの通信費になります。 学びの広場

★学びの広場に入室する時のマスクの着用 TEL&FAX 042-322-7160

は自由とします。手洗いや消毒はお願い ＨＰ http://manabinohiroba.com/

します。 E-mail manabinohiroba.com@gmail.com

↑ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ変更しました。

日 月 火 水 木 金 土
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　       空欄の日にはﾏﾝﾂｰﾏﾝなど個別の活動をしています。空いているところ    

          に、ご自分の予定を記入してお使いください。
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     スタッフ

　ミーティング

     10:15～12:45  

 

金曜デイ 10～1時

  アート

青年の会  10～2時

 室内でします。

学びの広場10時集合
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スタッフ

　ミーティング

金曜デイ 10～1時

　 織りもの 

　

青年の会 10～1時 

  アート
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スタッフ

　ミーティング

金曜デイ 10～1時

  でかけ隊
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ひまりさん みんなの掲示板 街角アート

Nさん 高島亮三さん 武蔵野ﾌﾟﾚｲｽ

Kさん Tさん

Sさん

カナリア 「よこしまな石」

「ﾐﾙｸﾚｰﾌﾟみたいな石」

能登、神戸そして三陸、福島への旅 太田佳宏

能登地方へ５回ほど伺いその後､たまたま神戸へ行く用事があり､神戸に置いてある原付で東京まで乗って

帰る道すがら､震災後30年経た街の様子を無意識に眺めることになりました｡震災の爪痕などみじんも感じら

れませんでしたし､区画整理され､どこの街かわからないくらい特徴のない街になってしまっていました｡東

日本大震災はまだ一度もその後の様子を実際に目にしていなかったこともあり､今回行く機会を得ました。

2026年6月5日､自家用車で三陸は宮古から南下しました｡前日に首都圏中央連絡道(圏央道C4）常磐道(E6）

東北道(E４）と北上して盛岡駅周辺で泊まりました。ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙｴｯｸﾞとｸﾛﾜｯｻﾝなどしゃれた朝食をとって朝

一番、国道106号線を利用して宮古市に向かいます。盛岡周辺は通勤でみんな忙しく、ﾍﾙﾒｯﾄをかぶった小中

学生が自転車で橋を渡っている風景が地方都市ののどかさを感じました。

宮古市からは三陸道(E45)というﾌﾘｰｳｪｲが三陸鉄道と並走して整備され

ていますが、港のある市街地をくまなく見ることができる国道45号線を行

きました。津波の浸水区間の標識と、威圧感のある防潮堤を見ながら山田

町､大槌町､釜石市､三陸町､大船渡市､陸前高田市と南下して行きます。

陸前高田市にある東日本大震災津波伝承館に立ち寄りました。

この展示施設はよくできており、もう少し時間をかけて見てみたいと思

いました。伝承館は高田松原津波復興祈念公園内にあります｡公園は震災

に遭われて亡くなった人たちへの祈祷と､後世に残していくのにふさわし
きとう

い施設として素晴らしいものでした｡海岸の砂浜に出て閑散とした波打ち

際で黙祷をしていると､近くに30代くらいのご夫婦がおり、男性が何度も
もくとう

何度も海に向かって手を合わせていて後ろで女性が見守っている姿を目

にしました。

三陸から福島にかけては､山間部の被害もあったでしょうが､やはり津波

の爪痕は激しく、いまも放置された広大な土地に雑草だけがはびこってい

る状態が多くみられました。福島はもともと土建王国でもあり、常磐自動

車道や、並走する国道６号線はいまだに能登のそれのようにダンプやトラ

ック、重機を乗せた車の往来が目につきました。国道６号線は福島第一原

発のすぐわきを通りますが、持参したｶﾞｲｶﾞｰｶｳﾝﾀｰの値が通常の１０倍

ほどになりました。福島には幹線道路沿いや主要な施設にﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ

が設置されてﾃﾞｼﾞﾀﾙで現在の空中線量を示しています。 （次の９月号に続きます。）


